


一枚の鋼材からプレスされたユニークな波形の
カッターバーケース

不純物の堆積を防ぐためのトンネル効果を持った
底面の窪み加工

歪みやそれによって生じる隙間を最小限に抑え、
衝撃にも強いボルト固定

過負荷からカッターバーを保護するSAFETY LINK
モジュール

密閉潤滑式のため長寿命のカッターバー

特殊形状の受け刃による高い刈り取り品質

カッターバーの開口部が少なく、高い強度を発揮

360°フリーに回転するナイフとケースの前方に
配置されたモアディスク

MAX CUTは2018年スチール

イノベーション賞を受賞
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ウェーブデザイン
MAX CUTTMカッターバーの最大の特長は、波型形状のカッター

バーケースで、1枚の鉄板を3,000トンもの圧力でプレスして

形成しています。この製法により、強度と理想的なコンポーネ

ント配置の両立を可能にします。この波型デザインこそ、求め

られている効率性を妥協なく実現するためのものです。

MAX CUTTMカッターバーのもう一つの特長として上下のカッタ

ーバーケースは製造プロセスにおいて一体で加工されるため、

両者がぴったり一致するように設計されています。緩みにくい

ボルトによって上下のケースはしっかりと固定され、溶接箇所

がない事により曲げや衝撃に対する耐性を生み出します。

「高い耐久性を実現する事はMAX CUTTMカッタ－バーの開発に

おける重要な課題の一つでした。そのため、ケースと力バーの

間に特殊な緩みにくいボルトを採用し、耐衝撃性と耐久性で利

点のあるボルト締めコンセプ卜を採用しました。」

特殊なウエーブ形状のデザインが効率の良い動力伝達を実現す

る一方で、ケースの開口部が少ない事が優れた強度と弾性を生

みます。

MAX CUTTMカッターバーは、強化スチールを使用しており、

強度の低下を避けるため溶接箇所がないデザインになっていま

す。2018年にはドイツのスチールイノベーション賞を受賞し

ました。

MAX CUTTMカッターバーは、様々な駆動コンセプト

のよい点を組み合わせる事により、ユニークで効率性

の高い機構となっています。カッターバーケースは波

型の形状になっており、モアーディスクを回転させる

大径ギアホイールを前方に配置する事で、ギアは2箇

所で複数の歯がしっかりと噛み合います。

また、等間隔でモアディスクが配置されている事で、

高い刈取り品質を実現します。



違いを生む2種のカッターバーケースガード

ユニークな波型構造により生まれたディスク間のスペースに

は、特殊加工が施されたカッターバーケースガードが取り付

けられます。これによりナイフの裁断面積と隣同士のナイフ

のオーバーラップを最大限に確保し、刈残しの少ない優れた

刈取り性能を実現します。

左右のナイフが向かってくるポイントでは、カッター

バーケースを摩耗から効果的に保護するガードが装備

されています。また、この摩耗防止ガードの中央部分

の小さな突起が受け刃として機能するだけでなく、飼

料への不純物の混入を低減します。

左右のナイフが離れてゆくポイントには、細いガード

を取り付けることにより左右のナイフが重なり合う範

囲を最大化しています。この形状は、作物の最適な流

れを実現する効果もあります。

最も使いやすい機械を目指して

反時計回りに回転するモアーディスクには赤いキャップが付けら

れ、対応するブレードも赤く塗装されています。明確なマーキン

グにより、万が一のナイフ取り付けミスを防ぎます。

不純物の堆積を防ぐトンネル効果

カッターバーの地面に接する面は、モアディスクの間に窪み

があり、トンネル効果によって土などの不純物の堆積を防ぎ

ます。

大きなギアホイール

精密に製造されたギアホイールは高い動力伝達効率を発揮しま

す。大径のためモアディスクを駆動するギアよりもゆっくりと

回転し、摩耗と騒音を最小限に抑えます。

ナイフキャリアの摩耗保護

ナイフキャリアの外側には、摩耗保護のための高品質の炭化タ

ングステンコーティングが施されています。

カッティングディスクの特殊形状により最適なクロップフロ

ーを実現します。４本のボルトはモアディスク表面の摩耗を

防ぎ、モアディスク裏側のスクレーパーは泥などの不純物が

カッターバーに堆積する事を防ぎます。

360°回転するナイフ

ナイフは根元をボルト一本で固定されているため360°自由に

回転します。両面を使用可能なため、異物が当たってしまって

切れが悪くなったとしても、裏返して使用可能です。
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